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　山へ行こう！ 　秋を楽しもう 　美味しい小説
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①本をえらぶ。 ②感想を書く。 ③感想に興味をもった人が
本を読んで
感想を追加する。

④新たに興味をもった人との
感想リレーが続いていく。

秋の読書週間（１0月27日～11月9日）が始まります。みやこ町図書館では、読書週間

イベント「本を読んで感想リレー」を開催中です。コロナ禍で人と関わる機会が減っている

今ですが、一冊の本を通じての人との交流を楽しみませんか？

お子さんから大人までたくさんの方の参加をお待ちしております。

「本を読んで感想リレー」

＊要予約
（電話可）



～小説～ 

■『はじめての読書メソッド』 有元秀文(著) 合

同出版 ■『るるぶ九州ベスト’21』 JTB パブリ

ッシング ■『シニア六法』 住田裕子(監修･著) 

KADOKAWA ■『山口組ぶっちゃけ話』 竹垣 

悟(著) 清談社 Publico ■『関節リウマチ』 松野 

博明(監修) 主婦の友社 ■『医者にがんと言われ

たら最初に読む本』 中川恵一(著) エクスナレッ

ジ ■『60 過ぎたらコンパクトに暮らす』 藤野

嘉子(著) 講談社 ■『おうちでとれたて野菜』 

河村毬子(著) 河出書房新社 ■『孤独ぎらいのひ

とり好き』 田村セツコ(著) 興陽館  

～その他～ 

『初恋料理教室』 藤野 恵美（著） 

       ポプラ社（2014） 

    京都の古びた長屋にある、ど 

こか謎めいた老婦人が営む料理

教室には、土曜日だけ“男子限

定”の日がある。料理を習いに

やってくる４人の男性たちが抱 

える事情とは…。愛子先生の教えてくれる、ほ

っこり優しい料理に癒されます。 [しっぽ] 

『せんねんまんねん』 

まど みちお（詩） 柚木 沙弥郎（絵） 

理論社（2008） 

今まで、そしてこれからも続く

生命の巡る様を、ゆったりと描

いた詩の絵本です。伸びやかで

生き生きとした絵と共に、じっ

くり読みたい一冊です。[K] 

『小説 「安楽死特区」』 長尾 和宏(著) 

ブックマン社（2020） 
 

2024 年「安楽死特区」となっ

た東京。日本初の孤独担当大臣に

任命された元都知事は、末期がん

であることを明かし、安楽死第１

号を名乗り出る。「安楽死」「尊厳

死」とは…。医師が描く医療小説。 

 [ま] 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館員のおすすめ本 

■『類』 朝井まかて(著) 集英社 ■『恐ろしくきれ

いな爆弾』 越智月子(著) 小学館 ■『猿神』 太田 

忠司(著) 幻冬舎 ■『未来からの脱出』 小林泰三(著) 

KADOKAWA ■『神話の密室』 知念実希人(著) 新

潮社 ■『アスク・ミー・ホワイ』 古市憲寿(著) マ

ガジンハウス ■『なぜ、生きているのかと考えてみ

るのが今かもしれない』 辻仁成(著) あさ出版  ■

『優しい暴力の時代』 チョン イヒョン(著) 河出書

房新社 ■『パチンコ 上・下』 ミン・ジン・リー

(著) 文藝春秋 ■『サド侯爵の生涯』 澁澤龍彦(著) 

中央公論新社  

 

新 着 資 料 案 内 

図書館のホームページから新着資料の確認ができます。貸出中のもの、他館所蔵のものは、お近くの図書館 

まで取り寄せることもできます。 ホームページアドレス http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.html 

『西行』 神田松之丞(監修) 

      講談社(2019) 

講談という伝統芸能を通して 

次世代に残していきたい話しを 

神田松之丞(伯山)が監修した絵本。 

若かりし頃の西行の話。張扇を持った気分で声に

出して読んでみては。他に『宮本武蔵』『大岡越前』

もおすすめです。[とよ] 

                   [とよ] 

『死神うどんカフェ１号店』 石川宏千花（著） 

           講談社（2014） 

       ある事故により心が死んでしまっ 

      た主人公が、死神の経営するうどん

カフェで命の大切さを知り、心を取

り戻す物語。サクサク読めて、おも

しろい。全６巻＋外伝 1 巻がある。 

                 ［Dream］ 

 

『わたしに無害なひと』チェ・ウニョン（著） 

古川綾子（訳） 亜紀書房（2020） 

 過去の失敗、苦しみ、痛みを誰もが抱えて今を 

生きている。友人、恋人、親子…人との関係に苦 

しみ、もがく若者の姿に、近くて遠いお隣の国韓 

国を身近に感じることができる一冊。 

韓国でベストセラーとなった若手 

作家による短編集。[ｉｉ] 

https://www.hanmoto.com/bd/isbn/9784591137703
https://www.hanmoto.com/bd/isbn/9784062694865

